
 

 

 「労働時間の適正な把握のために使用者が講ずべき措置に関するガイドライン」

は，始業・終業時刻の確認及び記録の原則的な方法として， 

 ① 使用者が、自ら現認することにより確認し、適正に記録すること 

 ② タイムカード、ＩＣカード、パソコンの使用時間の記録等の客観的な記録を

基礎として確認し、適正に記録すること 

としています。 
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Ｑ832．「労働時間の適正な把握のために使用者が講ずべき措置に関す

るガイドライン」で示されている，始業・終業時刻の確認及び記録の

原則的な方法を教えて下さい。 


